
- 1 -

2005年度事業報告書自 2005年４月１日 至 2006年３月31日特定非営利活動法人 地域生活サポートセンターじゅぷ
Ⅰ 全体の概要障害のある人々が地域であたりまえに生活していける社会の実現を図るため、障害のある人の自立・生活支援や、誰もが暮らしやすい街づくりに関する提言などを行い、もって社会全体の利益の増進に寄与することを目的とし活動した。従前通り、滋賀県の指定を受け実施している居宅介護事業を中心に、私的居宅支援事業「ちゅぷ」などを実施することにより、365日、24時間の支援体制を実施してきた。併せて、支援者を養成するため、滋賀県の指定を受け居宅介護従業者養成研修事業を実施した。また、通信の発行、研修会への参加や広告の掲載を通じて広報啓発事業を実施し、従業員の資質向上のために、各種研修などに参加した。今年度は特に、法に振り回される１年となった。「障害者自立支援法」「道路運送法（改正）」。地域生活を後退させることにならぬよう活動してきた。しかし、共に次年度以降施行され、それぞれに障害のある人の生活に大きな影響を与えることが予想されている。
Ⅱ 事業の記録ならびに成果１．居宅支援事業事業内容 滋賀県指定居宅介護事業所「地域生活サポートセンターじゅぷ」の運営実施日時 通年実施場所 事務所及びサービス対象となる障害のある人宅又はサービス提供先対象者 大津・湖南地域および県内在住の、障害がある人で自治体より居宅支援費を受給している人県内の市・町より居宅支援費を受給している個人と契約を結び、希望される居宅介護（身体介護・家事援助・移動介護・日常生活支援）を実施した。常勤・非常勤あわせて約50～60名程度の従業員により、365日・24時間の支援を実施することができた。利用状況は、昨年度までの増加傾向は落ち着き、ほぼ横這いではあるが若干の減少傾向にある。（表：利用者数、提供時間数、時間帯別利用回数）年度途中、男性の常勤ヘルパーの退職があった。（表：従業員数）入所施設から１人暮らしへの移行を希望される方があり応援してきた。入所中から特区（日割り利用制度）を利用しての宿泊訓練などの結果、次年度より１人暮らしへと移行される。一方で、入所施設へと移行されサービスを終了した方も２名あった。今年度より、大津市でホームヘルプを行う事業所が集まる場として「ヘルプ事業所大津協議会」を当事業所も中心となり設置した。事業の目的である「利用者にわかりやすく利用しやすい支援システムの構築」（①事業所間の連携によるサービスの向上②利用者ニーズに応じたサービス
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の創造③事業所の知識、技術の底上げ）のため、毎月一回の定例会議と、年に一度の研修会を行った。この会を通じて賛同する団体と共に「障害者自立支援法」や「福祉輸送」に関する情報交換や実際の行動を行うなどの成果があった。

（参考：2004年度 月当たり合計利用者数 39名～52名）

（参考：2004年度 合計時間数 16,228時間）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月身体障害者大津市 18 19 17 17 13 15 15 15 15 14 15 14草津市 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3栗東市 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0守山市 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2野洲市 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3東近江市 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1小計 26 27 25 25 22 24 25 24 23 23 24 23知的障害者大津市 17 15 15 13 16 15 15 15 13 14 14 15草津市 4 4 4 4 4 3 4 5 5 4 2 5守山市 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1甲賀市 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1小計 22 20 20 18 22 20 21 22 20 20 18 22児童大津市 1 1 1 2 2 2 2 2 1 2 1 1草津市 2 3 2 3 3 3 3 2 1 1 1 2栗東市 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0野洲市 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1小計 4 4 3 6 6 6 7 5 3 4 3 4合計 52 51 48 49 50 50 53 51 46 47 45 49

利用者数（人）

介護種別利用時間数（時間）４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計身体障害者身体介護 74 47 35 48.5 44 48.5 49.5 45 42.5 41 60.5 58.5 594家事援助 35.5 32.5 46 39.5 25 32.5 30 33 42 36 31.5 41 424.5移動介護 169 193.5 138 48 113.5 120.5 130 59.5 116 92.5 153.5 81 1415日常生活支援 891 1006.5 997.5 965 964 934.5 960.5 932.5 963.5 936 810.5 960 11321.5小計 1169.5 1279.5 1216.5 1101 1146.5 1136 1170 1070 1164 1105.5 1056 1140.5 13755知的障害者身体介護 6 6 6 6 24 6 6 6 10 6 6 11 99家事援助 0 2 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 6移動介護 350.5 233.5 200.5 244 302.5 186 311.5 383.5 286.5 183.5 169.5 246 3097.5小計 356.5 241.5 206.5 250 326.5 192 321.5 389.5 296.5 189.5 175.5 257 3202.5児童身体介護 4 6 4 4 2 10 14.5 16.5 7 12.5 5 1.5 87移動介護 21.5 4.5 13 41.5 44 26 39.5 13.5 17 4 10 35.5 270小計 25.5 10.5 17 45.5 46 36 54 30 24 16.5 15 37 357合計 1551.5 1531.5 1440 1396.5 1519 1364 1545.5 1489.5 1484.5 1311.5 1246.5 1434.5 17314.5

従業員数（実働）（人）4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月常勤ヘルパー 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3非常勤ヘルパー 51 48 50 50 48 45 55 49 52 55 56 53事務員（常勤） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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※各文中、表中の「身体障害者」とは「身体障害者福祉法による居宅受給者」をあらわす。知的障害者、児童についても同様に「知的障害者福祉法による居宅受給者」「児童福祉法による居宅受給者」をあらわす。２．私的居宅支援事業（ちゅぷ）事業内容 私的居宅支援事業「ちゅぷ」の実施実施日時 通年実施場所 事務所及びサービス対象となる障害のある人宅又はサービス提供先対象者 大津・湖南地域および県内在住の障害のある人当事業は以下の３点を主な目的として実施している。①制度の狭間などにあり居宅介護を利用できない人のニーズに応えること②資格を持たない人も関わることができること③成果を上げることでその必要性を行政に訴える材料とできること
利用状況
私的居宅支援事業（ちゅぷ）利用状況4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計利用者数（人） 0 1 1 1 0 1 2 1 2 2 0 0 11利用件数（件） 0 3 2 1 0 1 4 4 13 10 0 0 38

時間帯別利用回数（回）４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計身体障害者日中 205 202 199 181 183 197 194 174 195 177 192 167 2266早朝/夜間 181 202 216 185 170 181 182 179 177 178 166 192 2209深夜 120 138 126 122 111 116 120 118 119 115 114 123 1442回数 388 402 399 362 339 378 375 356 379 360 356 367 4461知的障害者日中 65 54 32 60 58 50 71 86 66 47 41 53 683早朝/夜間 21 17 11 16 8 14 32 30 18 14 19 26 226深夜 2 3 3 6 2 3 5 2 26回数 76 64 40 64 63 58 82 93 68 58 52 65 783児童日中 12 11 12 22 19 16 15 13 10 7 10 12 159早朝/夜間 1 3 1 1 2 4 6 2 5 4 2 31回数 13 14 13 22 19 18 19 19 12 12 14 14 189合計 477 480 452 448 421 454 476 468 459 430 422 446 5433（参考：2004年度　合計利用回数　5,431回）
・合計は回数の合計である
・日中　8:00-18:00・早朝/夜間　6:00-8:00/18:00-22:00・深夜　22:00-6:00・日中から夜間などまたがる場合、日中・夜間共にカウントしているが、回数にはカウントしていない。　そのため、日中＋夜間＋深夜＝回数とはならいない場合がある。
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・精神的な障害のある方で、従前からの関わりがありヘルパーとの信頼関係が築かれていることから、内容によって市の居宅介護とちゅぷを使い分け、併用された。・施設で生活されている方が、外出時に利用された。３．研修開催事業事業内容 県の指定を受けて居宅介護従業者養成研修事業を開催実施日時 年２回（別記）実施場所 主に瀬田北市民センターと大津・湖南周辺の地域対象者 障害のある人の支援に関わる人および関わろうとする人実施研修内容 実施期間 会場 定員 希望 受講 修了知的障害者移動介護従業者養成研修 5/15-5/29 瀬田北市民 30人 15人 15人 15人（うち３日） センター日常生活支援従業者養成研修 7/30-8/7 瀬田北市民 30人 30人 30人 29人（うち３日） センター両研修は今年で３年目になるが年々希望者が減少傾向にある中、日常のほうは何とか定員30名確保することができた。広報活動は一般向けにもしたこともあり、一般の方や他事業所からの参加も多くみられた。残念ながら当事業所での従業者につながったのは一部であった。今後の広報活動は検討の余地がある。４．広報・啓発事業事業内容 通信「ぬぷぼん」の発行などを通じての広報・啓発活動実施日時 通年（別記）実施場所 事務所・各開催地など対象者 不特定・障害者自立支援法関連実施内容 実施日「障害者自立支援法」を考える滋賀県民大集会（大津） 5/10「障害者自立支援法」に関する一斉行動（大津） 5/18このままの「障害者自立支援法」では自立できません！緊急大行動（東京） 7/5～6大津市との懇談会（O.S.K） 8/25障害者自立支援法「定率負担」撤廃 緊急集会（大津） 10/20大津市・「障害者自立支援法」に関する交渉（よかとも） 2/9滋賀県・「障害者自立支援法」に関する要望書提出（共同） 3/6「自立支援法（案）」に反対し、また可決後はその内容についてより良いものとなるよう集会や交渉などを重ねた。
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・福祉輸送関連実施内容 実施日県への要請書提出（関西ＳＴＳと共同） 5月市へ要望書を提出（ヘルプ事業所協議会より賛同する11団体連名） 8月市との話し合い（ 〃 ） 9/2県・障害福祉課との話し会い 9/26運輸支局にて情報収集 10/3市・県との話し合い 10/5「NPO法人ふれあい大津」よりネットワーク化の提案を受ける 10月滋賀県福祉輸送ネットワーク立ち上げ 11/1県へ挨拶と相談 11/8県と話し会い 11/22野洲障害者関係団体連絡協議会の要請に応え状況説明 12/5野洲市と話し合い 1/12大津市を始め県内各自治体において「運営協議会」が設置されるよう交渉などを重ねた。特に11月以降は「滋賀県福祉輸送ネットワーク」を立ち上げ「移動制約者の円滑な移動の確保」を目的に活動した。・その他実施内容 実施日通信「ぬぷぼん」４号の発行 ５月通信「ぬぷぼん」５号の発行 ２月研修受入（個人） 2/19～25５．各種研修への参加事業内容 従業員の資質向上のため、各種研修へ参加、又は実施する。実施日時 通年（別記）実施場所 事務所・各開催地など対象者 従業員・研修参加、見学など実施内容（開催地など） 参加者 実施日ヘルプ事業所協議会 定例会 不定 毎月１回ぽてとファーム勉強会（長浜） 熊澤 4/9源泉徴収税説明会（大津） 谷井 4/13O.S.K 上野ひまわり作業所など見学（三重） 阿部・熊澤 4/18滋賀自立生活センター勉強会（草津） 染井 4/23よかとも学習会「ここがヘンだよ!?障害者自立支援法」 染井・松見・熊澤 7/3県社協 福祉有償移送サービス実務セミナー（草津） 染井 7/8
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難病患者従業者研修 熊澤 7/16精神障害者ヘルパー養成研修 松見 7/24～9/3共同連全国大会（大津） 染井 8/20～21よかとも学習会 染井 8/24「個人情報保護法」に関する研修会（草津） 染井 8/27パーソナルサポート枚方見学（大阪・夢創舎合同） 染井・谷井・阿部・熊澤 9/20会計・税務講座（守山） 谷井 10/14湖北 移送サービス勉強会（長浜） 染井 10/15ヘルプ事業所大津協議会 自閉症の勉強会 染井・阿部・熊澤・他４ 10/27ピープルファースト大会 in 新潟 阿部 11/5～6滋賀県警 福祉輸送に関する特定任意講習（守山） 染井・阿部 11/10たこの木クラブなど見学（東京・夢創舎合同） 染井・熊澤 11/26～27ドリフターズ合宿 熊澤 12/3～4障害者の地域福祉サービスに関する情報交換会（県） 染井 12/6普通自動車２種免許教習（月ノ輪教習所） 染井 12/14～障害者ケアマネージャー養成研修（県） 染井 1/17～2/22第９回アメニティーフォーラム in しが（大津） 染井・阿部・熊澤 2/17～19精神障害者ヘルパー養成研修 阿部 3/11～４月調査員研修 染井 3/13よかとも学習会 染井・阿部 3/15移送サービス運転協力者講習会（大阪） 熊澤 3/25～26・主催した研修など内容 対象者 実施日スキルアップ研修「当事者の話を聞こう」 利用者２名・ヘルパー12名 10/23じゅぷシネマ①「レインマン」 ヘルパー４名 10/24じゅぷシネマ②「ギルバートグレイプ」 ヘルパー８名 12/8自立支援法における負担の説明会（大津市と共催） 利用者・家族・関係者など37名 2/5じゅぷシネマ③「マラソン」 利用者２名・ヘルパー５名 3/2スキルアップ研修として、本郷良江氏をお迎えして様々な話をお聞きした。スキルアップとともにヘルパーや従業員との交流も目的とした。今後もスキルアップを目的とした研修を模索していきたい。今年度より、映画会「じゅぷシネマ」を開催した。登録ヘルパー同士の交流を主な目的とし、企画も登録ヘルパーを中心に行っている。事業支出額（全事業計） 42,399,762円


